
制作：おものべ 

タイトル（仮） 

後悔アクメ屋さん Regrettia（リグレッティア） 

ジャンル・キーワード 

本番なし,連続絶頂,クリ責め,乳首責め,くすぐり,おもちゃ,ローション,レズ/女同士

（DLsite 準拠） 

テーマ・あらすじ 

「後悔するまで気持ちよくさせる」ことをコンセプトとした快楽風俗店「後悔アクメ屋

さん」のプロモーション動画（音声）という体。受け手が快楽責めを受けている様子を、

語り手が実況して、店舗の魅力を紹介していく。 

最初はうっとりしていたはずなのに、ずっと続く快楽責めに「気持ちよすぎて、逆に苦

しくて後悔する」という体験を重視。最終的に、「もうイカせないで」と泣き叫びなが

ら、それでも強制的に絶頂させられ続ける様子を描写する。 

・NG 要素：暴力や蔑み、無様、妊娠など、女性が投影しにくい要素 



基本設定 

後悔アクメ屋さん 

”気持ちよすぎて後悔する”ことを保証するリラクゼーションサロン。 

現実にありそうな雰囲気を意識。おしゃれで上品な店構え。都内の通いやすいアクセス。

スタッフは女性のみ。 

キャラクター 

受け手 （名前未定） 

快楽責めを受けている利用客。喘ぎ声を上げながら、適宜自然な流れで状況を説明する。 

一人称は「私（わたし）」。 

最初は心地よさそうにしているが、すぐに快感の許容量を超える。 

濁点多めの苦しそうな喘ぎ声、涙をぼろぼろこぼした状態、もう一瞬たりとも気持ちよ

くしないでほしい。 

語り手 

プロモーション動画のナレーション。店舗・サービスの説明、実況を行う。 

穏やか、抑揚小さめ、営業的、耳触りの良く聞き流せる語り口。 

露骨にエロを出したり、受け手を小馬鹿にしたりしない。 

 ただし、擬音では ASMR のように囁いて（全て有声音）、聴者の興奮を誘う方針。 

攻め手 

快楽責めを行っているスタッフたち。合計 3 人。 

作品内での台詞はなし。語り手と受け手が状況説明を行い、必要に応じて代弁もする。 

  



プロット詳細 

シーン 詳細 分量 

プロローグ ・語り手による、「後悔アクメ屋さん」概要の説明。 

・企業っぽい BGM と語り口。 

・現実にありそうな穏やかな雰囲気の中ににじみ出る不穏感。 

「どれだけ声を上げても外部に漏れることはありません」 

・「それでは、実際の施術の様子をご覧ください」で BGM を消

しつつ次シーンへ。 

1-2 分 

シーン 1 ・施術が始まったばかりの頃からスタート。最初の絶頂まで。 

・3 人のスタッフによる責め。 

乳首やクリトリスの愛撫→ローションを使った全身愛撫。 

・快感の段階は 1/5。受け手は気持ちよさで終始恍惚。 

「うへへへぇぇぇぇ䐾䐾♡」 

10 分 

シーン 2 ・絶頂後の快楽責めによって空気が変わる。2 度、3 度の絶頂。 

・引き続きローションと指による乳首・クリ責め→指サックに

よる乳首・クリ責め。 

・指サック：TENGA を裏返したようなもの 

・快感が 2/5 - 3/5 – 4/5 と段階的に上がる。 

2/5：戸惑いながら大声で喘ぐ程度 

3/5：濁点混じり、明確に拒絶の意思を示す程度 

  「お願いやめでぇぇぇぇぇええッ♡♡♡」 

4/5：濁点混じり、体裁を保てなくなる程度、よく分からない    

ことを口走り始める 

  「こんな゛の私の乳首じゃない゛ぃぃいいッ♡♡♡♡」 

10 分 

シーン 3 ・変化球としてくすぐり責めを開始。最初はただくすぐったい

だけだったが、乳首・クリ責めの併用で開発されていく。 

・腋の下くすぐりだけではまだ感じない 

→乳首・クリ責めの併用により絶頂 

→足裏をくすぐると、足裏だけで絶頂。 

・快感は 4/5 のままトーンだけ笑い声に変化。 

10 分 



 「くしゅぐっだひぃっひゃははははははぁああッ♡♡♡♡」 

シーン 4 前 ・1 度休憩を挟んだ後、全身をまとめて責める。本作品のメイ

ンのため、特にボリュームを多く。 

・責めを開始する前の絶望感をしっかり描写。本作品のコンセ

プト「後悔アクメ」が何かを、しっかり見せ付けるように。 

「も、も゛お十分ですッ、もう十分気持ぢよぐなりましだ

っ！！！ 嫌っ、嫌嫌嫌嫌嫌いやぁぁぁぁあッ！！？」 

・実際はさまざまな責めを同時に受けているが、都合順番に描

写していく。飽きないよう、それぞれ反応で違いを出す。 

 ➀クリ責め：泣き叫ぶ声 

 ➁バイブ（膣）責め：オホ声に近い低い声 

 ➂乳首責め：裏返った甲高い声 

➃くすぐり責め：笑いながら感じる声 

➄改めて全部まとめて：ナレーションをなくして、しばらく

受け手の喘ぎ声だけ。声はころころ変えていく。 

・快感は 5/5（MAX）。ぐずぐずに泣き叫びながら絶えず絶頂

し続ける程度。不穏な言葉も出始める。 

「やめでぐだざいぃぃいいッ♡♡♡♡♡ 気持ぢよさで死ん

じゃうッ♡♡♡♡♡ 殺さないでぐだざいぃぃぃ♡♡♡♡♡」 

25 分 

シーン 4 後 ・物語の区切りとして、1 番大きな絶頂のシーン。 

・快感 5/5 だが、疲労により反応は弱々しく。絶頂は弾けるよ

うに激しく。 

 絶頂前：「お゛、おぉ、ぉ゛ぉぉぉぉぉ䐾䐾ッ♡♡♡♡♡」 

 絶頂時：「ぁ゛ぁぁぁぁぁあ゛ああああああああああ～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ッ♡♡♡♡♡」 

・1 番大きな絶頂の後も責めは続くが、フェードアウト。 

5 分 

エピローグ ・語り手による、終わりのあいさつ 

・企業っぽい BGM（プロローグと同じ）と語り口 

・最後、語り手があいさつをして BGM がフェードアウトした

後、快楽責めを受け続けている受け手の断末魔。快感 5/5。 

1-2 分 



備考 

・アドリブ：受け手のみ有 

 編集の後、語り手が喋っている最中のバックグラウンドで流すことで「常に快楽責め

を受けている」感を出す。 

 


